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『古今和歌集』の勅撰思想を考えるうえで、重要かつ不可欠な一環としての両序研究に

は、近代以来、主に仮名序への重視、両序の作者や成立の先後関係の考定と典拠探しの三

つの流れがあり、いずれも排他的・二者択一的で、または典拠を特定しようとする傾向が

目立ち、必ずしも生産的であるとは言いがたい。こうした両序研究に、歌固有の音楽性に

由来する楽論の視点を持ち込み、勅撰和歌集の編集を儒教的礼楽思想という大きな枠組み

のなかに置くことによって、『古今集』研究の新しい方向を示したのは渡辺秀夫氏である。

しかし、氏の研究じたいは必ずしも両序を作品論的に解読・分析し、両序そのものを包括

的、かつ徹底的に追究するようなものではない。 
本研究は渡辺論を踏まえた上で、『古今集』両序と正面から向き合い、そこに見られる和

歌思想論を儒教的な「楽」思想の観点から検証し、一つの「楽」の思想的体系を浮かび上

がらせることを試みる。 
まず、序章では、本研究の研究史における位置付けを示し、音楽論の視点で両序を捉え

なおす必要性と可能性を検討する。和歌が本質的に「楽」と共通しており、したがって歌

論が楽論に通底することは、古来多く説かれたところであり、本研究の前提である。さら

に、こうした観点は、現代の『古今集』研究の原点にもなると言える。 
第一章「「楽」の思想について」は、『古今集』両序の作品論に入る前の予備考察である。

この章の役割は本論の考察に用いる視点・枠組みである「楽」の思想を概観することと、

日本における受容状況を確認することである。本章においては、まず、『礼記』楽記を始め

とする中国の楽論に見る「楽」の概念を紹介し、その内実や精義を本研究の内容と関連づ
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けながら明らかにする。特に強調するのは、本研究に用いる「楽」の概念が、現在ふつう

に言う「音楽」の娯楽的・芸術的次元にとどまらず、「礼楽」というように、常に「礼」と

セットで言挙げされ、外的な側面から規定する礼と相互補完的に、人々の道徳を陶冶し、

人格を完成させつつ、社会全体の調和を実現するという内的な側面からの教化作用を旨と

することである。次に、こうした「楽」の思想に関する、『古今集』が成立するまでの日本

側の受容を概観する。楽書や音楽関係の資料のみならず、史書や詩文集に多く見られる「楽」

の表現・言説を検証することによって、「楽」の思想の受容と展開の流れを浮き彫りにし、

『古今集』を取り巻く音楽的・音楽思想的な状況を把握する。同時に、日本における「楽」

の思想の独自性も提示する。 
第二章「『古今集』における尚古主義――「礼楽」という大枠の中で」から、両序の解読

に入る。この章では和歌本質論など具体的な歌論ではなく、両序の描き出した和歌史を概

観し、そこに見られる「古（いにしへ）」に対する執着意識を取り上げ、その叙述の図式が

「礼楽」という大枠によって規定されていることを考察する。この章は両序の記述が基づ

く思想的大枠を示し、具体的な歌論考察の前提になるため、両序論の最初に置く。 
本章では、まず、『古今集』の命名問題を糸口に、その「続万葉」から「古今」へという

改変の過程に秘められる「古」へのこだわり意識を明らかにする。そして、両序の和歌史

に照明を当て、「古」についての叙述を三つの段階に分けて考察し、そこに見られる「歌で

王道をたすける、治世に歌が必要である」という儒教的な礼楽思想を検証する。次に、近

代和歌衰亡論を読みなおし、「耳目之翫」として和歌が男女の恋情の道具に堕落してしまう

のは、おおやけで和歌の治世作用を放棄したのが起因であることを指摘し、両序に見る和

歌隆盛の古代から和歌衰退の近代へという図式は、自国の史実を踏まえたものではなく、

礼楽興隆の古代から邪音氾濫の近代へという礼楽史上の論理を基に構築した独自の和歌史

であることを示す。最後に、「古」に対する執着や、それを「今」に中興しようとする意識

を撰者のなかに見出し、両序の「古」へのこだわりが、儒教的礼楽思想における尚古主義

と同質のものであるという結論を導き出す。 
第三章「和歌の発生――物と心」は、両序の歌論を対象に、歌の本質やその発生が儒教

的な楽論とどうかかわっているかを解明するものである。この章は歌論の中で最も基本的

な和歌の本質・発生論を取り扱うため、解読の順序に従って、歌論考察の最初に位置付け

る。 
本章では、日本の歌論は自然心論で、中国の詩論は反映論であるという見方や、仮名序

優勢論などの諸説に反論し、修正を加えるべく、原初の「人の心」という原点に立ち返り、

その本質を見据え、それが動き出す（外に発露する）際に触発物として欠かせないもう一

つの要素（第四の要素）である「繁きこと、わざ」（様々な人的営為、人事）を浮き彫りに

し、和歌の発生における新たな物心論を提出する。具体的には、まず、中国詩論や真名序

における「志」の意味を、表現史を追って検証し、その「（心）物に感じて動く」（『毛詩正

義』）というきわめて「情的」な一面を明らかにする。次に、仮名序の「ことわざ繁きもの

 2



なれば」についてのさまざまな解釈を検討し、その意味が、真名序の「志」の形成過程と

重なることを指摘するとともに、「ことわざ繁きもの」が「心、物に感じて動く」の「物」

に相当し、心の感動を呼び起こす「外物」、すなわち、「心」「ことば」「見るもの聞くもの」

以外の、和歌発生の「第四の要素」であることを確認する。さらに、こうした和歌発生の

原理がまた仮名序の「古代和歌讃美論」の文章によって裏付けられていることを認め、最

後に、こうした物心論は儒教的楽論に共通することを示す。以上の作業を通して、和歌の

発生における心と物との関係を捉えなおし、発生の過程が「楽」の発生原理に基づくこと

を究明し、従来の心詞論に対する補充を図ると同時に、両序が和歌発生論をめぐって、相

互的に解釈し、敷衍するというダイナミックな関係にあることをも解明する。 
第四章「「音」と「楽」――勅撰集の論理」では、和歌起源論を糸口に、楽論の観点から

『古今集』の勅撰集としての編集論理を捉える。この章は、第三章に引き続き、歌論の考

察を行うが、そこから歌集の構成・配列などにも目を配り、それらと関係づけて勅撰集の

撰集論理を考えるものである。 
本章では、まず和歌起源論に見られる天理から人理へ、さらに人為へというプロセスを

考察し、それが楽論の「声」から「音」への原理に通じることを指摘する。次に、「声」「音」

「楽」の原理を改めて紹介し、それが『古今集』の和歌といかに対応するかを追究する。

両序が「徳」を和歌の価値判断の基準とするのは、理想的な「歌」が倫理的・道徳的な意

味合いを有する「楽」と通じていることを示しており、よって「楽」としての歌は当然「古

質之語」である、ということを儒教的楽論の観点から証明する。最後に、歌集全体という

大きな角度から勅撰集の撰集論理を解明する。『古今集』の整然たる構成・配列に見られる、

調和する四季の順行と序列化され規範化された抒情の様式は、その「内なる礼楽」の具現

であり、撰集資料で、イデオロギーの意味合いのない個別の歌々と、礼楽的文化的な意図

のもとに構築された歌集、またはそういう組織に組み込まれて、生まれ変わった歌との関

係は、そのまま「音」と「楽」との関係であることを指摘し、勅撰の意味はすなわち王者

の至徳の具現である正雅な「楽」によって、人心の教化・陶冶を図ることにあるとし、章

を結ぶ。 
 第五章「「風」から「そへ歌」へ」は、六義の「風」（そへ歌）を取り出して論じるもの

である。『毛詩』の精神的基底であり、形式上の音楽性・歌謡性と暗喩性、内容上の政治性

を特徴とする「風」は、『古今集』両序を初めとする日本の勅撰集序文や歌論に積極的に用

いられ、完全に勅撰集の論理になっている。こうした「風」に対する全面的かつ詳細な考

察は、両序解読の更なる掘り下げであると思われる。 
本章ではまず、六義の初めとして、『毛詩』大序に起源する「風」の本質や意味を究明し

た上で、漢から唐の時代までの「風」の歴史的変遷を概観し、大序の精神を正しく受け継

いだ、白居易の詩文における「風」的特質を示す。次に、仮名序の「六つのさま」の研究

現状を把握してから、「そへ歌」に焦点を当て、「風」の日本的受容と展開を追求し、ほか

の「五つのさま」と異なる「そへ歌」の特別な意味を捉える。そして「そへ歌」の系譜を

 3



辿りつつ、仮名序がその大きな到達点であることを認め、それ以降の注釈史や、勅撰集序

を始めとする和歌序における享受・継承の流れをそれぞれ描く。注釈史における多種多様

な受容と対照的に、勅撰集序や和歌序においては、「風」がそのまま取り入れられ、勅撰集

の精神の一端をなしている。最後に、菅原道真の詩作に見られる「風」の傾向や、その表

現形式における白詩との相違を示し、道真が、「風」に合う詩形、つまり音楽性の高い古体

詩である楽府体を自覚的に選ぶ意識がなかったのは日本の漢詩における音楽性の欠落によ

るものと考える。視覚的・貴族的な本朝漢詩と比べ、歌のほうが音楽的・民衆的であり、「風」

と音楽的思想基盤を共有し、それを受け入れる素地を備えていたため、「風」は日本漢詩の

論理に成り得ず、歌の論理に転用され、定着したのだということを結論として掲げる。 
第六章「「献和歌」の深層――采詩制との関連について」は、古来難解とされてきた「賢

愚の性、是において相分る。民の欲に随ひて、士の才を択ぶ所以なり」・「賢し、愚かなり

と、知ろし召しけむ」の意味を正面から突き止め、両序に見られる、和歌のやりとりを通

して理想的な政治を行うという采詩制的な一面を検証するものである。この部分は両序の

和歌思想論を考察するうえで、避けては通れない問題であり、これを解明するのは、両序

の勅撰思想の全貌を復原することにつながる重要な仕事である。この章は前各章の考察成

果の上に立っており、内容的にも両序の和歌思想論を収束する役割があるため、本論の最

後に収める。 
本章ではまず、問題箇所の注釈史や先行研究を紹介・整理し、「献和歌」という理想を生

み出す背景には、中国古代の采詩制があることを提示する。次に、紀長谷雄の詩序を手掛

かりにし、『古今集』序と読み比べ、表現上の類似から長谷雄の詩序とつながってはいるが、

思想的には『古今集』序の記述が独自で、采詩制を根拠としていることを指摘する。そし

て、「献詩」「采詩」の楽論的な思想基盤と政治学的な本質を究明し、和歌を献じることが

民意を代弁し得る、いわゆる「戸を出でずして一天下の思を知り、席を下らずして四海内

の心を明らかにす」（紀長谷雄「九月尽日惜残菊応製」序）という理想的政治が実現できる

ゆえんを考える。最後に、両序が描き出した理想的な官人・侍臣像を考察し、そこに見え

る、和歌を詠むことを通して、民情を伝え、君主を諌め、さらに「君臣合体」の政治を図

るという采詩官的な側面を確認する。同時に、こうした序文を生み出した歴史的な背景も

視野に入れて考え、『古今集』における切実な律令政治の理想をさぐる。 
以上の個々の結論を一体につなぎ合わせて見たとき、『古今集』両序の歌論の「楽」とし

ての性質が改めて確認されたことになり、『古今集』の編纂が儒教的な礼楽思想の枠組みの

なかで行われたものであるということは、総結論として浮かび上がってくる。要するに、

両序は「楽」という共通する思想的な枠組みを踏まえ和歌論を展開しているからこそ、一

つの全体としての、調和する和歌の思想的な体系がおのずと成り立つものと考えられる。 
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